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鶴居村は「日本で最も美しい村」
連合に加盟しています
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鶴居村マスコットキャラクター「つるぼー」

今月の主な話題



平成27年11月号　２

　９月２３日、茂雪裡川河畔特設会場にて、２０１５鶴居村ふるさとまつ
りが開催されました。
　この日は天候にも恵まれ、村内外から約4,000人の来場者が訪れ、会
場は大変な盛り上がりを見せました。
　会場には村内外から合わせて31店が出店され、それぞれの地元食材
や特産品を活かしたメニューが提供されました。
　また、イベントでは毎年恒例の「牛乳早飲み大会」や牛の鳴きまねを
競い合う「モーモーコンテスト」、「牧草ロール転がし競走」などが行わ
れたほか、バンド演奏や鶴居小学校の全校児童１００名によるたんちょ
うソーランの披露など、会場は大きな拍手と歓声に包まれていました。
　まつりの最後には、豪華景品が多数用意された大抽選会と餅撒きが行
われ、大盛況の中での閉幕となりました。

２０１５鶴居村ふるさとまつり
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　９月２０日、鶴居村内にて第５４回目となる鶴居村駅伝競走が開催
されました。当日は１６チームが参加し、熱戦が繰り広げられました。
　幌呂農村環境改善センターをスタート地点とした全５区間、合計
１８３６０ｍの行程をランナーたちは沿道からのたくさんの声援を背
に、次の走者へとタスキを渡すべく懸命に走り抜きました。
　各チームの精鋭が日頃の練習の成果を存分に発揮した結果、「ＹＯ
ＫＯＮＯＲＩ＋Ｙ」が最終５区で逆転し、堂々の優勝に輝きました。

第５４回鶴居村駅伝競走

【男子の部】
優 勝 ＹＯＫＯＮＯＲＩ＋Ｙ 1：15：16
準優勝 役場Ａ 1：15：47
３ 位 幌中Ａ 1：17：28
４ 位 鶴居消防 1：17：59
５ 位 上幌呂Ａ 1：19：25
６ 位 鶴中Ｂ 1：21：44

【女子の部】
優 勝 幌中女 1：40：08
準優勝 ほろろーずレディー 1：44：39

男子の部　優勝
チーム「ＹＯＫＯＮＯＲＩ＋Ｙ」

【１０年表彰】
井上　丈彰（茂雪裡エイト）
佐藤　真吾（下久著呂Ａ）

【１５年表彰】
高田　勝也（ＹＯＫＯＮＯＲＩ＋Ｙ）
髙橋　伸幸（ＪＡくしろ丹頂Ｂ）

【３０年表彰】 山田　秀明 （南Ａ）

第３位　チーム「幌中Ａ」準優勝　チーム「役場Ａ」

チーム成績（入賞チームのみ） 区間ラップ賞（敬称略）

永年出場者表彰 (敬称略）

女子の部　優勝　チーム「幌中女」 準優勝　ほろろーずレディー

【男子】　　　　　　　　　     　【女子】
１区 丹所　悠雅 17：40 １区 塩越　久枝 21：50
２区 石井　圭　 10：26 ２区 藤澤　涼菜 13：47
３区 菊地　一世 14：46 ３区 高田　栄子 21：07
４区 志村　剛　 8：57 ４区 佐藤　史織 14：30
５区 諏訪　海晴 16：49 ５区 川島　珠愛 25：21



　この度、本村は去る８月２１日で交通死亡事故ゼロ１, ０００日
を達成し、公益社団法人北海道交通安全推進委員会（堰八義博会長）
より表彰されることとなり、９月２９日に伝達式が執り行われまし
た。この日は、釧路地区交通安全推進協議会の芹田雅浩福祉長（写
真左）より表彰状及び楯が伝達されました。
　大石村長は、「村内外のドライバー・歩行者それぞれが交通安全
に十分注意していただいた積み重ねの賜物であり、今後も事故のな
い安心・安全な鶴居村をアピールしていくとともに、この記録を伸
ばし続けていけるように努めていきたい。」と話していました。

　１０月６日～７日の２日間、横浜市立南高校（鈴木英夫校長）の２年生３５名が修学旅行として本村を訪れ、
村内の各農家１５件に分かれてファームステイしました。
　生徒たちは、酪農体験として牛の搾乳や給餌、牛舎の掃除などを行い、都会ではできない貴重な体験をするこ
とができました。
　平成５年度より行われてきたファームステイも、
１５回目となる今回で最後となり、離村式では鈴木校
長から大石村長、武藤清隆釧路丹頂農業協同組合代表
理事組合長へ感謝状が授与されました。
　生徒たちは、「私たちを温かく迎えていただき、貴
重な体験をさせていただいた。大人になっていつか必
ず、また来たい。」と、お世話になった農家の方々と
別れを惜しんでいました。

交通死亡事故ゼロ１，０００日達成！

横浜市立南高校修学旅行ファームステイ（酪農体験）

平成27年11月号　４

　９月２９日、総合センターにおいて平成２７年度鶴居村敬老会が
開催されました。
　今年度は村内在住の７５歳以上の方々３８２名が対象となり、あ
らためて長寿と健康を祝福し、今後ますますの活躍を誓いました。
　余興として、鶴居・幌呂各保育園年長組の園児らによる遊戯披露
のほか、丹頂群太鼓によるステージや幌呂カラオケサロンによる歌
の披露が行われ、参加者は飲み物を片手に思い思いに楽しんでいま
した。

平成２７年度鶴居村敬老会



　１０月７日、鶴居中学校の生徒２３名が鶴居消防署や鶴居保育園など村内１１ヶ所で職場体験学習を行いました。
　この学習は、様々な職業及び職業生活について理解するとともに、積極的に社会に関わろうとする意欲や態度
を持つことなどを目的に毎年行われています。
　鶴居保育園では、３名が先生や園児とともに、にんじんやミニトマトを収穫し、園児たちとの時間を過ごす中
で接し方などについて学んでいました。
　鶴居運動広場では、２名が芝生の上の落ち葉や枯れ木の
収集作業を体験しました。体験した生徒たちは，「意外に
力仕事が多いと言うことに驚いた。これを毎日こなしてい
る従業員の方々はすごいと思う。」と話していました。（こ
の記事及び写真は、役場で広報づくりの職場体験をした小
澤嶺斗くんが作成したものです。）

　１０月４日、総合センターにて鶴居市街自治会５０周年記念式
典及び祝賀会が開催されました。
　村上泰夫自治会長による挨拶の後、大石村長、松井村議会議長
から祝辞が述べられました。
　この度の創立５０周年に際し、自治会の運営に貢献されてきた
１２名の役員の方々に感謝状が贈呈され、受賞者を代表して神山
政行さんが謝辞を述べました。
　その後の祝賀会では、石岡勝二初代会長による乾杯に続き、松
村恵さん、嵯峨絹子さん、喜多島麻鈴さんによる歌謡ショーが催
され、参加者た
ちは手拍子をし
ながら楽しい一
時を過ごしてい
ました。

鶴居市街自治会創立５０周年記念式典及び祝賀会
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鶴居中学校　職場体験学習
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村
の
財
政
状
況
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

　

村
民
の
皆
さ
ん
に
平
成
27
年
度
上
半
期
（
９
月
30

日
現
在
）
ま
で
の
村
の
予
算
執
行
状
況
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

　

村
の
財
政
運
営
は
、
そ
の
年
の
予
算
を
も
と
に
執

行
さ
れ
て
お
り
、
皆
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た
だ
く
税

金
を
は
じ
め
、
国
か
ら
配
分
さ
れ
る
地
方
交
付
税
、

国
や
道
か
ら
交
付
さ
れ
る
補
助
金
、
ま
た
、
長
期
借

入
金
で
あ
る
村
債
な
ど
の
収
入
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
の
一
般
会
計
当
初
予
算
額
は
35
億
１

９
０
０
万
円
で
し
た
が
、
上
半
期
で
の
補
正
予
算
で

２
億
６
６
２
６
万
円
を
計
上
し
て
お
り
、
予
算
総
額

は
37
億
８
５
２
６
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
一
般
会
計
の
予
算
執
行
状
況
は
、
歳
入
で

19
億
７
９
４
２
万
円
（
執
行
率
52
・
３
％
）
を
収
入

し
、
歳
出
で
13
億
３
５
９
３
万
円
（
執
行
率
35
・

３
％
）
を
支
出
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
新
規
事
業
と
し
て
、
村
有
住
宅
の
購
入

や
地
域
特
産
品
等
販
売
促
進
施
設
の
建
設
、
地
方
創

生
総
合
戦
略
の
策
定
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

平
成
27
年
度
上
半
期（
４
月
〜
９
月
）の
予
算
執
行
と
村
税

地方交付税

道支出金

村 債

村 税

諸 収 入

国庫支出金

使用料及び
手　数　料

地方譲与税

繰 越 金

地方消費税
交　付　金

財産収入

そ の 他

一般会計予算額37億8,526万円中、
９月末までに35.3％を支出

農林産業費

公 債 費

給 与 費

土 木 費

民 生 費

総 務 費

教 育 費

消 防 費

衛 生 費

商 工 費

議 会 費

そ の 他
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特別会計

村税の状況

特定の事業を行う場合に一般会計と区別して経理するための会計

９月末現在の収入状況と１人（１世帯）当たりの年間負担額

会　　　計 予　算　額 収 入 済 額 歳入執行率 支 出 済 額 歳出執行率

水 道 事 業 4,548万円 2,261万円 49.7% 1,399万円 30.8%

農業集落排水事業 7,487万円 4,250万円 56.8% 2,765万円 36.9%

国 民 健 康 保 険 4億5,647万円 2億4,561万円 53.8% 1億7,675万円 38.7%

村 立 診 療 所 8,360万円 3,670万円 43.9% 3,164万円 37.8%

介 護 保 険 2億5,836万円 1億3,381万円 51.8% 8,418万円 32.6%

後期高齢者医療 3,163万円 1,404万円 44.4% 970万円 30.7%

計 9億5,041万円 4億9,527万円 52.1% 3億4,391万円 36.2%

科　　　目 予　算　額 収 入 済 額 歳入執行率 村民1人当たり 1世帯当たり

村 民 税 1億1,751万円 6,685万円 56.9% 4万6,762円 10万6,250円

固 定 資 産 税 1億6,725万円 1億148万円 60.7% 6万6,553円 15万1,218円

軽 自 動 車 税 584万円 570万円 97.7% 2,324円 5,280円

村 た ば こ 税 1,981万円 1,066万円 53.8% 7,882円 1万7,909円

入 湯 税 454万円 125万円 27.4% 1,808円 4,108円

計 3億1,495万円 1億8,594万円 59.0% 12万5,328円 28万4,765円

※「村民１人当たり」と「１世帯当たり」の金額は、平成27年９月末現在の住民基本台帳による人口（2,513人）
　と世帯数（1,106戸）で村税の予算額を割り返した金額です。

寄附件数と寄附金額
平成20年度～平成26年度の累計

寄　附　項　目 寄附件数 寄附金額
特別天然記念物「タンチョウ」
の愛護に関する事業 25件 6,228,000円

釧路湿原を含めた自然環境の
保全等に関する事業 20件 3,545,000円 

地域振興及び地域福祉等に関
する事業 86件 57,879,000円

教育及び文化スポーツの振興
に関する事業 26件 3,140,000円

合　　　　計 157件 70,792,000円

　

鶴
の
居
る
村
寄
附
条
例
は
、
地
域
特

性
を
生
か
し
た
魅
力
あ
る
村
づ
く
り
を

進
め
る
た
め
の
事
業
等
に
活
用
す
べ
く

平
成
20
年
度
に
創
設
さ
れ
、
今
年
で
７

年
が
経
過
し
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
趣
旨
や
目
的
を
ご
理
解
い

た
だ
き
、
絶
大
な
ご
支
援
を
賜
り
ま
し

た
個
人
・
団
体
の
皆
様
に
対
し
心
か
ら

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
ま
で
に
寄
附
を
頂
い
た

件
数
は
１
５
７
件
、
総
額
７
０
７
９
万

２
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
に
初
め
て
寄
附
金
を
活

用
し
、
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
更
改
等
の
事

業
費
に
対
し
て
４
百
万
円
を
充
当
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

な
お
、
鶴
居
村
を
愛
し
応
援
し
て
く

だ
さ
る
村
外
の
方
々
に
は
、
金
額
に
応

じ
て
鶴
居
産
チ
ー
ズ
セ
ッ
ト
等
の
お
礼

を
送
付
し
て
お
り
、
今
後
も
、
よ
り
良

い
村
づ
く
り
の
た
め
に
頂
い
た
寄
附
金

を
有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

鶴
の
居
る
村
寄
附
条
例

運
用
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す寄附金の活用状況（平成26年度）

事　　　業　　　名 活用金額（円）
「日本で最も美しい村」連合活動事業 328,000円
鶴居村ホームページ更改事業 2,700,000円
鶴居・伊藤タンチョウサンクチュアリ
給餌場木柵改修事業 972,000円
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「リステリア汚染と対策」講習会に参加して
　　　　　＜興部町オホーツク農業科学研究センターにて＞　

　チーズ業界でもとても懸念される食中毒菌の一つリステリア菌。
生乳から検出されてはいけない細菌として常に注視されています。その種類は8
種あり、リステリア症を引き起こすのはそのうちのListeria monocytogenes（リ
ステリア・モノサイトゲネス）のみと言われています。この菌は家畜や家禽、野
生動物、魚類等の様々な動物の腸管内や河川水、下水、飼料など環境中に広く分
布している細菌で、食品を介して感染する食中毒菌です。感染した時の症状の
重篤度には個人差がありますが、高齢者や免疫機能が低下している方では、敗
血症や髄膜炎を発症するなど重症化することがありますし、妊娠している方は胎児や新生児に感染による
影響が及ぶ場合もありますので注意が必要です。海外では死亡例も確認されており、北海道でも2001年
にナチュラルチーズを原因として集団感染事例が起きており、家畜と食品を扱う事業者は特に注意が必要
な細菌と言えます。軽度の症状は悪寒、発熱、筋肉痛などインフルエンザなどの他の感染症と区別が難し
い場合が多く、日本国内の報告例が少ない理由となっているようです。

どこからくる？

●過去の発生事例と流れ
・コールスローサラダ（農場のキャベ
ツを洗わずに使用。）
・ホットドッグ（生肉の汚染。加熱が
不十分。）
・チーズ（無殺菌乳を使用した。）

特徴は？

一般的な食中毒菌は低温で増殖停止しますが、この菌
は寒さと塩分に強く冷蔵庫内でも元気に活動します。
●低温で増殖　－2～45℃まで生育（35～37℃が最適）
●耐塩性　　　11％食塩濃度でも増殖
●耐酸性　　　pH4.4～9.4で増殖
●水分活性　　0.92以上で増殖
　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　70℃で急激に死滅します

　2020年にはいよいよ東京でオリンピックが始まります。
チーズ業界は需要創造の一大チャンスと捉えています。それは50年前の1964年の東京オリンピックや
1970年の大阪万博、72年の札幌オリンピック、98年の長野オリンピックなど、万博やオリンピックがチー
ズ市場拡大の契機になっています。海外から多くのお客様を受け入れる多数のホテルや宿泊施設では朝か
らチーズが必須です。日本の国内チーズは本場フランスの国際コンクールに入賞するなど製造技術・品質
面でも高水準が認められています。基幹産業が酪農で6次産業化が進む鶴居村の乳製品もこの最大のチャ
ンスに向けて、確実な宣伝と仕掛けが大切。その為にもこの村からは絶対にリステリア菌汚染を出さない！
という村民全員の知識と安心安全に向けた取り組みの継続がとても大事だと思っています。

対策と注意点は？

●食中毒菌を付けない
・家畜小屋→加工場　×
・農作業→加工場　×
・農産原料→そのまま冷蔵庫　×
・加熱前原料→同一冷蔵庫　×
●食中毒菌を増やさない
・冷凍庫やチルド室での保存や早めに消費する
・野菜や果物はよく洗う
●原料の加熱殺菌

地域おこし協力隊
増田　喜美子

特集◆鶴居村地域おこし協力隊　facebookページ→https://www.facebook.com/vill.tsurui.chiikiokoshi

20
14年

7月から活動し
て
い
ま
す

家畜　　　　　畑（土）　　　　乳・チーズ・果実・野菜サラダ　　　　発熱・頭痛

加熱に弱い
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村
教
育
委
員
任
命
の
お
知
ら
せ

　

９
月
に
開
会
さ
れ
た
第
３
回
村
議
会

定
例
会
に
お
い
て
、
藤
原
千
晶
氏
が
教

育
委
員
と
し
て
任
命
さ
れ
る
こ
と
が
決

定
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
村
民
の
皆
様

に
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

な
お
、
任
期
は
平
成
27
年
10
月
１
日

か
ら
平
成
31
年
９
月
30
日
ま
で
の
４
年

間
で
す
。

自
衛
官
候
補
生
・
陸
上
自
衛
隊

高
等
工
科
学
校
生
徒
募
集
に
つ

い
て

　

平
成
28
年
４
月
採
用
の
「
高
等
工
科

学
校
」
の
募
集
が
、
11
月
１
日
（
日
）

か
ら
受
付
を
開
始
し
ま
す
。
さ
ら
に
受

付
実
施
中
で
す
が
併
せ
て
、「
自
衛
官

候
補
生
」
の
募
集
も
実
施
し
て
い
ま
す

の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

□
自
衛
官
候
補
生

⑴　

受
験
資
格

　

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
者

⑵　

受
付
期
間　

随
時

⑶　

試
験
日

　

第
２
回　

11
月
23
日
（
月
）

　

第
３
回　

12
月
12
日
（
土
）

⑷　

試
験
会
場

　

釧
路
駐
屯
地

□
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒

⑴　

受
験
資
格

　

中
卒
（
見
込
含
）
17
歳
未
満
の
者

⑵　

受
付
期
間

　

平
成
27
年
11
月
１
日
（
日
）
〜
平
成

28
年
１
月
８
日
（
金
）

⑶　

試
験
日

　

平
成
28
年
１
月
23
日
（
土
）

⑷　

試
験
会
場

　

釧
路
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

【
お
問
合
せ
先
】

・
役
場
総
務
課

　

☎
64

－

２
１
１
１

・
自
衛
隊
帯
広
地
方
協
力
本
部
釧
路
出

張
所

　

☎
22

－

１
０
５
３

第
52
回
秋
季
村
民
ゴ
ル
フ
大
会

の
結
果

　

９
月
13
日
に
釧
路
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ

ブ
に
て
開
催
さ
れ
た
秋
季
村
民
ゴ
ル
フ

大
会
の
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。（
参

加
者
15
名
中
、
上
位
５
名
）

　

優　

勝　

澁
谷　

守　
　

さ
ん

　

準
優
勝　

丹
所　

隆
夫　

さ
ん

　

第
３
位　

松
井　

俊
治　

さ
ん

　

第
４
位　

中
陳　

純
一　

さ
ん

　

第
５
位　

深
井　

昭　
　

さ
ん

第
27
回
鶴
居
村
民
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
大
会
の
結
果

　

10
月
３
日
に
鶴
居
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

に
て
開
催
さ
れ
た
村
民
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

大
会
の
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。（
男

子
参
加
者
23
名
、
女
子
参
加
者
22
名
、

そ
れ
ぞ
れ
上
位
５
名
）

〈
男
子
〉

　

優　

勝　

原　

敬　
　
　

さ
ん

　

準
優
勝　

國
安　

修
一　
　

さ
ん

　

第
３
位　

原　
　

巌　
　
　

さ
ん

　

第
４
位　

児
玉　

武
夫　
　

さ
ん

　

第
５
位　

澁
谷　

實　
　
　

さ
ん

〈
女
子
〉

　

優　

勝　

林　
　

マ
サ
子　

さ
ん

　

準
優
勝　

柴
田　

光
子　
　

さ
ん

　

第
３
位　

児
玉　

洋
子　
　

さ
ん

　

第
４
位　

佐
藤　

三
代
子　

さ
ん

　

第
５
位　

金
岩　

ナ
ツ
ヱ　

さ
ん

藤原　千晶　氏
（茂雪裡）

役場からのお知らせ役場からのお知らせ

「村長の出前トーク」の実施について「村長の出前トーク」の実施について
　　村では、村長等が各地域へ足を運び、より身近な交流村では、村長等が各地域へ足を運び、より身近な交流
や情報共有などに努めるため、「出前トーク」を実施しや情報共有などに努めるため、「出前トーク」を実施し
ています。平成26年度は２回、今年度はすでに１回開催ています。平成26年度は２回、今年度はすでに１回開催
されています。されています。
　この「出前トーク」は、地域・各種団体等が抱えてい　この「出前トーク」は、地域・各種団体等が抱えてい
る将来の村づくりや地域づくり等への課題について、村る将来の村づくりや地域づくり等への課題について、村
長等が直接地域へ出向きます。長等が直接地域へ出向きます。
　「出前トーク」を希望する地域・各種団体等は次の事　「出前トーク」を希望する地域・各種団体等は次の事
項にご留意の上、お申込み願います。項にご留意の上、お申込み願います。
⑴　⑴　対象者　原則、既存の団体・サークル等で最低５人対象者　原則、既存の団体・サークル等で最低５人
以上の参集が見込めること以上の参集が見込めること

⑵　⑵　実施日　各種団体等が希望する月～金曜日の午前10実施日　各種団体等が希望する月～金曜日の午前10
時から午後５時までの時間帯時から午後５時までの時間帯

　※ただし、村長の公務に支障がない場合に限る。　※ただし、村長の公務に支障がない場合に限る。
⑶　⑶　時間　概ね１時間程度時間　概ね１時間程度
⑷　⑷　場所　地域のコミュニティセンター等の公の施設場所　地域のコミュニティセンター等の公の施設
⑸　⑸　留意事項　将来の村づくりや地域づくりの課題につ留意事項　将来の村づくりや地域づくりの課題につ
いて建設的な意見を伺うための場ですので個人的な要いて建設的な意見を伺うための場ですので個人的な要
望はお受けできません。望はお受けできません。

⑹　⑹　申込方法　トークテーマ・日時等を役場企画財政課申込方法　トークテーマ・日時等を役場企画財政課
企画調整係へご連絡ください。日程等を調整した上で、企画調整係へご連絡ください。日程等を調整した上で、
実施日を決定します。実施日を決定します。

【お問合せ先】【お問合せ先】
　役場企画財政課企画調整係　役場企画財政課企画調整係
　☎６４　☎６４－－２１１２２１１２
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消防署からのお知らせ消防署からのお知らせ 平成2７年度 全国統一防火標語

「無防備な　心に火災が　かくれんぼ」

　１０月９日㈮、総合センターにおいて、北海道消防学校より籔本秀彦氏を講師に招き「消防団員現地

教育訓練」を実施しました。この訓練は消防団員の技能向上や士気の高揚を図るために実施されるも

ので、今回は消防団員の他、役場職員なども参加し、近年、増加傾向にある大規模な地震・噴火災害・

風水害など各種災害発生時における初動対応や安全管理についてお話頂きました。

　訓練はグループに分かれ大地震が発生したとの想定で「ＤＩＧ（ディグ）」と呼ばれる災害想像ゲー

ムを実施し、参加者はテーブル上にひろげた地図を囲み討議しながら地図にマジックで色分けや、シー

ルを貼ったりするなどして村内の危険箇所を予想し、避難場所や避難経路などを書き込んでいきました。

参加者は楽しみながら村内の災害発生危険場所などを学び、まとめた内容を各グループの代表が発表し、

参加者全員で地域の防災について再認識するなど情報の共有を図ることが出来ました。

　参加した団員の一人は「誰でも参加できるゲーム形式の訓練で自分たちの地域を見直すことができ

て楽しく学べた。」と訓練の感想を話していました。

　村内で発生した建物火災時、適切な通報や初期消火に協力した秋葉美千子さんに対し、釧路北部消

防事務組合は感謝状を贈りました。感謝状の贈呈は役場で行われ、大石副組合長より、その勇気ある

行動をたたえ感謝状と記念品が手渡されました。

　郵便集配員である秋葉さんは、仕事で現場を通りかかったところ、住宅裏の物置が燃えているのを発見し、

家人に大声で知らせると共に、近所の消防団員宅へ駆け込み火事を知らせ、また消防車が来るまでの

間も家の外にあった水道からホース延ばし消火活動を行うなど、その一連の行動により隣接する住宅

への被害を最小限にくい止めることができました。

　秋葉さんは、「たまたま仕事で通りかかり、火

災を発見し無我夢中で火を消そうと行動しただけ」

と当時のことを語っていました。大石副組合長は、

「住民の生命財産を守ることが出来て大変感謝し

ます。今後も仕事の際に、高齢者世帯などへの

声かけなど、安心安全な生活に協力していただ

きたい。」と感謝の言葉を述べました。

北海道消防学校講師を招き、災害図上訓練実施

迅速な通報、初期消火に感謝状！
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官公庁などからのお知らせ官公庁などからのお知らせ
Public information

休
日
公
証
相
談
の
実
施
に

つ
い
て

　

釧
路
公
証
人
役
場
で
は
、
次
の
と

お
り
「
休
日
公
証
相
談
」
を
実
施
し

ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

⑴
日
時

　

11
月
29
日
㈰

　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時
ま
で

⑵
場
所

　

釧
路
公
証
人
役
場

　
（
釧
路
市
末
広
町
７
丁
目
２
番
地

　

金
森
ビ
ル
１
階
）

⑶
相
談
内
容

　

遺
言
、
相
続
、
任
意
後
見
、
尊
厳

死
宣
言
、
お
金
の
貸
し
借
り
、
賃
貸

借
、
離
婚
に
伴
う
養
育
費
・
慰
謝
料

・
財
産
分
与
な
ど

⑷
相
談
料　

無
料
で
す

【
申
込
方
法
】

　

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
11
月

27
日
㈮
ま
で
、
電
話
予
約
を
お
願
い

し
ま
す
。（
☎
25

－

１
３
６
５
）

無
料
調
停
相
談
会
の
ご
案
内

　

釧
路
調
停
協
会
で
は
裁
判
所
の
調

停
委
員
（
釧
路
調
停
協
会
所
属
）
に

よ
る
「
無
料
調
停
相
談
会
」
を
次
の

と
お
り
実
施
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

⑴
日
時　

11
月
４
日
㈬

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
ま
で

⑵
場
所

　

釧
路
市
役
所
防
災
庁
舎
１
階
ロ

ビ
ー
（
釧
路
市
黒
金
町
７

－

５
）

⑶
相
談
内
容

　

夫
婦
関
係
、
遺
産
相
続
、
土
地
建

物
、
金
銭
貸
借
、
交
通
事
故
な
ど
家

事
及
び
民
事
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
に

つ
い
て
、
裁
判
所
の
調
停
委
員
が
、

調
停
で
解
決
す
る
手
続
き
の
相
談
に

無
料
、
秘
密
厳
守
で
応
じ
ま
す
。

⑷
主
催　

釧
路
調
停
協
会

⑸
後
援　

釧
路
地
方
裁
判
所
及
び
釧

路
家
庭
裁
判
所　

【
お
問
合
せ
先
】

釧
路
簡
易
裁
判
所
内
釧
路
調
停
協
会

事
務
局　

☎
41

－

４
１
７
１

「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ

イ
ン
」
強
化
週
間

　

法
務
省
の
人
権
擁
護
機
関
で
は
、

こ
れ
ま
で
も
、
専
用
電
話
「
女
性
の

人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」、
特
設
人
権

相
談
所
「
女
性
の
た
め
の
な
ん
で
も

相
談
所
」
等
の
相
談
窓
口
や
各
種
啓

発
活
動
な
ど
を
通
し
て
、
女
性
に
関

す
る
人
権
問
題
の
早
期
発
見
及
び
迅

速
な
解
決
等
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

が
、
夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力

や
ス
ト
ー
カ
ー
な
ど
の
事
案
は
、
依

然
と
し
て
数
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
女
性
を
め

ぐ
る
様
々
な
人
権
問
題
の
解
決
を
図

る
た
め
の
人
権
相
談
活
動
を
強
化
す

る
た
め
、
11
月
16
日
㈪
か
ら
同
月
22

日
㈰
ま
で
の
１
週
間
を
「
全
国
一
斉

『
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
』
強

化
週
間
」
と
し
て
、
相
談
時
間
を
延

長
し
、
土
曜
日
及
び
日
曜
日
も
対
応

す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

⑴
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　

☎
０
５
７
０

－

０
７
０

－

８
１
０

⑵
実
施
期
間

　

①
11
月
16
日
㈪
〜
11
月
20
日
㈮

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時
ま
で

　

②
11
月
21
日
㈯
〜
11
月
22
日
㈰

　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時
ま
で

⑶
相
談
担
当
者

　

釧
路
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
所
属

の
人
権
擁
護
委
員
及
び
釧
路
地
方
法

務
局
職
員

⑷
主
催　

　

法
務
省
人
権
擁
護
局
及
び
全
国
人

権
擁
護
委
員
連
合
会

⑸
実
施
機
関

　

釧
路
地
方
法
務
局
及
び
釧
路
人
権

擁
護
委
員
連
合
会

【
お
問
合
せ
先
】

　

釧
路
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

　

☎
31

－

５
０
１
４

11
月
は
、
労
働
保
険
適
用

促
進
強
化
期
間
で
す
！

　

労
働
保
険
と
は
、
労
災
保
険
と
雇

用
保
険
の
総
称
で
、
労
働
者
の
生
活

の
安
定
、
福
祉
の
増
進
等
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
、
国
が
直
接
管
理
運
営

し
て
い
る
保
険
で
す
。
農
林
水
産
業

の
一
部
を
除
き
、
労
働
者
を
一
人
で

も
雇
用
す
る
事
業
に
つ
い
て
は
、
法

人
・
個
人
を
問
わ
ず
加
入
が
義
務
づ

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

厚
生
労
働
省
で
は
、「
未
手
続
事

業
の
一
掃
」
を
年
間
を
通
じ
た
主
要

課
題
と
位
置
付
け
た
上
で
、
11
月
を

「
労
働
保
険
適
用
促
進
強
化
期
間
」

と
し
、
集
中
的
に
広
報
活
動
を
展
開

し
、
労
働
保
険
制
度
の
よ
り
一
層
の

理
解
、
周
知
を
図
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

　

労
働
者
が
安
心
し
て
働
け
る
職
場

と
な
る
よ
う
、
ま
だ
労
働
保
険
に
加

入
し
て
い
な
い
事
業
主
の
方
は
、
速

や
か
に
最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署

ま
た
は
公
共
職
業
安
定
所
（
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
）
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
お
問
合
せ
先
】

・
厚
生
労
働
省
北
海
道
労
働
局
総
務

部
労
働
保
険
徴
収
課

　

☎
０
１
１

－

７
０
９

－

２
３
１
１

・
釧
路
労
働
基
準
監
督
署

　

☎
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－

９
７
１
１

・
釧
路
公
共
職
業
安
定
所
（
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
釧
路
）

　

☎
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－

１
２
０
１

新
規
高
等
学
校
卒
業
者
就

職
面
接
会
の
お
知
ら
せ

　

釧
路
公
共
職
業
安
定
所
（
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
釧
路
）
で
は
、
地
元
で
の
就

職
を
希
望
す
る
高
校
生
と
企
業
の
方

と
の
就
職
説
目
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

地
元
就
職
を
希
望
す
る
高
校
生
が

多
数
参
加
し
ま
す
の
で
、
企
業
の
皆

様
の
積
極
的
な
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
来
春
の
採
用
計
画
が
未
定

の
企
業
の
皆
様
も
、
こ
の
機
会
に
新

規
高
卒
者
の
採
用
を
ご
検
討
い
た
だ

き
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

⑴
日
時

　

11
月
５
日
㈭

　

午
後
１
時
〜
午
後
４
時
ま
で

⑵
場
所

　

釧
路
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
キ
ャ
ッ
ス
ル

ホ
テ
ル
（
釧
路
市
大
川
町
２

－

５
）

☎
43

－

２
１
１
１

【
お
問
合
せ
先
】

　

釧
路
公
共
職
業
安
定
所
（
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
釧
路
）
職
業
相
談
第
２
部
門
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－

１
２
０
１

平
成
27
年
度
在
宅
医
療
推

進
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催
に

つ
い
て

　
「
病
気
や
障
が
い
が
あ
っ
て
も
、

自
分
ら
し
く
、
住
み
慣
れ
た
ま
ち
で
、

最
後
ま
で
暮
ら
し
た
い
・
・
・
。」

　

そ
ん
な
願
い
を
叶
え
る
た
め
、
周

り
の
ご
家
族
は
、
関
係
者
は
何
が
で

き
る
の
か
に
つ
い
て
ぜ
ひ
ご
一
緒
に

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

当
日
は
、
富
山
県
で
一
人
ひ
と
り

の
「
物
語
」
を
大
切
に
し
た
終
末
期

在
宅
医
療
を
実
践
さ
れ
て
い
る
佐
藤

伸
彦
先
生
や
、
釧
路
地
域
で
在
宅
医

療
に
尽
力
さ
れ
て
い
る
関
係
者
の
皆

さ
ん
を
お
迎
え
し
、「
住
み
慣
れ
た

場
所
で
生
き
き
る
」「
こ
の
ま
ち
で
、

生
き
る
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
講
演
や

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
開
催

さ
れ
ま
す
。

⑴
日
時　

11
月
14
日
㈯

　

午
後
１
時
〜
午
後
４
時

⑵
場
所

　

釧
路
市
観
光
国
際
セ
ン
タ
ー
交
流

ホ
ー
ル
（
釧
路
市
幸
町
３

－

３
）

⑶
対
象
者

　

釧
路
管
内
の
一
般
住
民
の
方
及
び

在
宅
医
療
に
関
わ
る
保
険
医
療
福
祉

関
係
者　

２
５
０
名
程
度

⑷
申
込
期
限　

11
月
６
日
㈮

　

無
料
・
事
前
予
約
制

【
お
申
し
込
み
・
お
問
合
せ
先
】

釧
路
総
合
振
興
局
保
健
環
境
部
保
険

行
政
室
（
北
海
道
釧
路
保
健
所
）
企

画
総
務
課
企
画
係

　

☎
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３
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インフルエンザ予防接種についてのお知らせ

おお元元気気ですかですか保保健健師師でですす
保健福祉課健康推進係　　　（☎64-2116）
鶴居村地域包括支援センター（☎64-2999）

　鶴居村では予防接種法に基づき、インフルエンザの発病と重症防止を目的にインフルエンザの定期
接種を行います。定期接種の対象者、接種費用等の詳細は下記をご覧ください。
　この予防接種は、接種を受ける法律上の義務はなく、ご本人が接種を希望する場合に予防接種を行
います。
　接種を希望される方は、接種前に医療機関で予防接種の必要性や副反応についてのパンフレットを
よく読んで、医師の説明を受け理解した上で接種を受けましょう。
　また村ではインフルエンザの任意接種の対象者で中学生以下のお子さんについて接種費用の一部を
助成します。詳細については下記をご覧ください。

※『高齢者』及び「中学生以下』以外のインフルエンザ予防接種(任意接種)は全額自己負担となります。

※  つるい養生邑病院のインフルエンザの接種対象年齢は高校生以上になります。

【問い合せ先　役場保健福祉課健康推進係　☎64－2116】

インフルエンザ予防接種（定期接種）について

１．対象者　①　予防接種日現在、65歳以上の方
②　接種日現在、60歳以上65歳未満で心臓、じん臓若しくは呼吸器の機能に障害が
あり身の回りの生活を極度に制限される方及びヒト免疫不全症ウイルスによる免疫
の機能に障害があり、日常生活がほとんど不可能な方（身体障害者程度等級1級に
相当します）

２．接種回数　1回
３．接種期間　平成27年11月2日～平成28年2月末まで
　　　　　　（ただし、ワクチンの在庫状況より2月末まで行えないこともあります）
４．接種医療機関
　◇村立鶴居診療所　　　・定期通院している接種希望者　　　　：診療時に接種します
　　　　　　　　　　　　・インフルエンザ予防接種のみの方　：午後1時30分～午後4時
　◇つるい養生邑病院　受付時間：午前10時～12時、午後13時30分～15時（月曜日～金曜日）
　　※ 11月上旬から
　　※ 入院・入所の方も接種できますので、直接医療機関や入所施設等に申し出てください。
５．接種費用　　　自己負担　1,000円（接種料金3,100円の差額を村が助成します）
　※ 高齢者の生活保護受給者の方は無料になります。保健福祉課福祉係から無料接種券を発行します。

インフルエンザ予防接種(任意接種)費用の一部助成について

　鶴居村に住所を有する中学生までのお子さんで接種を希望される方は接種費用の一部を助成しま
す。
１．接種費用　　　 1回につき自己負担1,000円（接種料金3,100円の差額を村が助成します）
２．接種回数　　　 13歳未満：原則2回　13歳以上：原則1回
３．接種医療機関
　◇村立鶴居診療所　　・一般診療のある接種希望者　　　　：診療時に接種します
　　　　　　　　　　　・インフルエンザ予防接種のみの方　：午後1時30分～午後4時
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※紹介している本は10/28（水）から利用できます。

歴史認識の違いはこうして生まれる　日中韓教科書読み比べ ハーブ療法の母ヒルデガルトの家庭でできるドイツ自然療法

道徳の時間 聖徳太子　世間は虚仮にして

グッドジョブガールズ アンドルーのひみつきち

金谷俊一郎　著
　本当に正しい歴史認識
とは何か。日本、中国、
韓国という３国の歴史教
科書を読み比べ、より客
観的な視点からその記述
の真偽を考察する。３国
間の歴史認識の違いをわ
かりやすくまとめた１冊。

三田誠広　著
　謎が多いと言われた聖
徳太子。哲学者、仏教学
者の見識を持ち、理想主
義を胸に秘めながら、政
治の世界では綱渡りのよ
うな危うい立場だった聖
徳太子のスリルに満ちた
劇的な人生を描く。

草野たき　著
　あかりには、由香と桃
子というふたりの「悪友」
がいる。お互いに干渉し
ない、ドライで気軽な関
係。だが、それは小学校
生活最後の思い出づくり
でチアダンスをすると決
めた時から、少しずつ摩
擦を起こし…。

ドリス・バーン　文・絵
千葉茂樹　訳

　アンドルーはものづく
りが大好き。でもやりす
ぎて家族にはいつも文句
をいわれる。とうとう道
具を一式もって、家出を
することに…。

呉勝浩　著
　ビデオジャーナリスト
の伏見が住む鳴川市で、
地元の名家出身の陶芸家
が死亡。そこには、「道
徳の時間を始めます。殺
したのはだれ」という落
書きが…。第６１回江戸
川乱歩賞受賞作。

森ウェンツェル明華　著
　中世ドイツの修道女ヒ
ルデガルトが愛した自然
療法を中心に、アロマや
ハーブを使ったケア、緑
のチカラを活かした食の
レシピなど、すぐに使え
る春夏秋冬の癒・食・住
１２０のレシピを掲載。

新刊案内
●開館時間……10：00～18：15

●休　館　日……11月の図書整理日は２4日（火）です。11月の図書整理日は２4日（火）です。
図書室は毎月１回の図書整理日以外はいつでも開館しています。

●貸し出し……【本・雑誌・紙芝居】２週間（１人10冊まで）

【ＣＤ・ＶＴＲ】１週間（ＣＤ３点、ＶＴＲ２点まで）

おはなし会について

　みなくる図書室では毎月第３土曜日の11

時から絵本などのおはなし会をしていま

す。小さなお子さんや小学生、大人のひと

でも興味のある方はぜひご参加ください。 

※11月のおはなし会は21日（土）です。

鶴居村ふるさと情報館みなくる図書室だより
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 凍原社10月句
（俳句）

台
風
に
翻
弄
さ
れ
し
雲
さ
わ
ぐ

さ
ら
さ
ら
と
木
の
葉
を
返
し
秋
の
風

若
者
に
励
ま
さ
れ
つ
つ
紅
葉
山

喜
怒
哀
楽
雲
に
想
い
を
秋
の
夕

雲
間
よ
り
ピ
ッ
カ
ピ
ッ
カ
の
満
の
月

ち
ぎ
れ
雲
奔
馬
の
如
く
秋
の
空

遠
い
日
の
景
色
も
口
へ
通
草
か
な

特
大
の
月
に
捧
げ
る
実
り
か
な

友
の
子
の
乳
歯
抜
け
た
日
秋
実
る

稲
妻
の
虹
を
く
ぐ
り
て
遠
の
け
り

ミ
ヤ
ノ

由
美
子

ち
え
こ

紀
代
子

恒

子

春
夢
子

和

子

和

枝

文

子

水

脈

み
ん
な
の
掲
示
板

み
ん
な
の
掲
示
板

寄　　付
いただきました心温まる善意に心よりお礼申
し上げます。

地域振興及び地域福祉等に関する事業のために
下雪裡　野澤　由美子　様　

金１００，０００円

特別天然記念物「タンチョウ」の愛護に関する事
業、釧路湿原を含めた自然環境の保全等に関する
事業、教育及び文化スポーツの振興に関する事業
のために

神奈川県　木内　美代　様
金３００，０００円

特別天然記念物「タンチョウ」の愛護に関する事業、
釧路湿原を含めた自然環境の保全等に関する事業、
地域振興及び地域福祉等に関する事業、教育及び
文化スポーツの振興に関する事業、こども子育て
及び青少年の人材育成に関する事業のために

神奈川県　木内　哲也　様
金３，４００，０００円

11月の自然観察会・講習会
●ムックリ（口琴）を作ろう
【日　時】 １１月７日（土） 午後１時～午後３時
【定　員】 １５名
【参加費】 ３００円（材料費）
【集合・申込・問合先】
塘路湖エコミュージアムセンター
（☎015-487-3003）

●達古武沼の水鳥観察会
【日　時】 １１月８日(日) 午前１０時３０分～１２時
【参加費】 無料
【申　込】 不要
【集　合】 達古武沼南岸のトラスト山荘下
　　　（国道391号から細岡展望台に向かう途中）
【持ち物】 暖かい服装、お持ちの方は双眼鏡・望
　　　 遠鏡

【問合先】
NPOトラストサルン釧路　（☎44-5022）
※日本野鳥の会釧路支部共催

●リースを作ろう
【日　時】 １１月２９日(日) 午後１時～３時
【定　員】 １５名
【参加費】 ５００円（材料費）
【集合・申込・問合先】
 温根内ビジターセンター　（☎65-2323）

北海道立釧路高等技術専門学院
入校生募集

【科　目】 電気工学科・建築技術科・自動車整備科

【定　員】 各科２０名、高卒以上の方

【入校日】 平成２８年４月

【入校選考】 （一般）12月１０日（木）

  （推薦）11月２０日（金）

【選考会場】 道立釧路高等技術専門学院（釧路市大

楽毛１丁目２－５１）

【選考試験】 （一般） 国語・数学・面接

  （推薦） 面接

※推薦選考については、新規高等学校卒業予定者

のほか、自動車整備科を対象とする若年者学び

直し自己推薦制度を設けています。（３５歳未満

の方対象）

【出願受付】 （一般）１１月１６日（月）～１２月５日（土）

  （推薦）１１月1日（日）～１１月１５日（日）

【問合先】　北海道立釧路高等技術専門学院　訓練課

　　　　　（☎57-8011）



シリーズ

タンチョウ
Vol. ２51 鶴居 タンチョウ 検索

鈴　木　敏　祥
鶴居・伊藤タンチョウサンクチュアリ

〒085－1205　鶴居村中雪裡南　☎64-2620／FAX64-2239
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冬期自然採食地はこんなところ②～中雪裡２号採食地～
　今夏サンクチュアリでは、大学生が中心となって運営する自然保護グループ「フィールド・アシスタ
ント・ネットワーク」のボランティアワークキャンプを受け入れました。期間中は、自然採食地の整備
や釧路湿原の野外セミナーなどを通じて、タンチョウの保護活動の歴史や現状などについて伝えました。
今回は、その際に整備した中雪裡２号採食地について紹介します。

●泥との闘い
　中雪裡２号採食地は、雪裡川から近いこともあり、調査の際にタンチョウ数羽が近辺で確認されてい
ました。そこで、2011年に樹木を伐採し、タンチョウの出入り口となる場所を整備して造られました。
この場所での作業には、胴長（川釣りなどで使う長靴・ズボン・胸当てが一体となったゴム製の衣服）が
欠かせません。水路の中は泥でぬかるみ、深いところで膝まで沈む場所もあります。今回来た学生達も
この泥に苦戦していました。移動する際や作業をしていると身体が沈み、「タンチョウは体が軽いから、
こんな場所でもすいすい動けるんだ！」、「足が細いから沈んでも泥に足をとられないんだ」などと、タ
ンチョウの体重や美脚に憧れていました。作業によって水路を塞ぐ倒木が除去され、タンチョウが利用
しやすい広々とした空間ができて、大きな達成感を味わうことができました。

●今冬の利用状況
　今冬設置したタイマーカメラでは、この場所で２つがい最大５羽のタンチョウの利用が確認されました。
２つがいのうち、幼鳥連れが頻繁にこの場所を利用しているようです。しかし、この水路の長さは120
ｍほどあり、カメラは入り口付近にのみ設置されているため、水路全体の利用状況が把握できているわ
けではありません。今回の学生達との作業では、倒木の撤去の他に、雪裡川に近い場所の樹木を伐採し、
出入口となる空間を造りました。今後の利用状況にどのような変化が見られるのか期待が高まります。

　「恐竜が出てきそう」この場所で作業をしていた時、学生が言いました。恐竜ではないけど、これか
らこの場所は、タンチョウ達が利用してくれることでしょう。タンチョウ達の冬の食事場所となるよう
続けているこの活動は、多くの方の協力の元、続いています。この中雪裡２号採食地は、所有者の方か
ら管理の許可をいただき、作業させていただいている場所でもあります。皆さんのご理解があったから
こそ私たちのタンチョウ保護活動が続いています。今後も、皆さんのご期待に応えられるよう、活動を
続けていきたいと思います。

泥に苦戦しながら作業する学生達 今冬は２つがいの利用がありました
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連合新規加盟町村（平成27年10月加盟）をご紹介します！
北海道滝川市　江部乙（えべおつ）
　作付け日本一の菜の花畑が広がる丘陵地は、黄色い花
畑が絨毯のように広がり多くの人の目を楽しませてくれます。
凍害や風害を防ぐための「防風林」の陰には、春には白い小
さな花が咲き、秋には甘酸っぱく香る「りんご畑」の風景が
広がります。

江部乙商工会
（☎0125-75-2529）
〒079-0462
北海道滝川市江部乙町
西12丁目1番15号

　先日の台風は凄まじい風でした
ね。デントコーンなどの農作物を
はじめ、様々な被害があったよう
ですが、事故やケガなど人的被害
の報告がなかったことは不幸中の
幸いでした。あらためて、自然の
猛威を肌で感じ、災害時の行動に
ついて考えさせられました。
　さて、私事ではありますが、
１２月に第１子が誕生する予定で
す。どうやら女の子のようですが、
名前を決めるのに日々、仕事と同
じくらい頭を悩ませています。そ
こで、自分の名前の由来はどうだっ
たのか、両親に聞いてみました。
すると、テレビのエンドロールで
流れるスタッフの名前の中にあっ
たから、という何とも言えない理
由でした。幸い、自分の名前は気
に入っていますが、私はもう少し
真面目に名付けようと思います！
（Ｔ）

編集後記

　２０１５鶴居村ふるさとまつり
でのひとコマです。
　担ぎ手たちの威勢のよい掛け
声とともに、牧草ロールみこし
の鶴が、青空を見事に羽ばたい
ていました。

※詳細記事は２ページ

今月の表紙

人の動き
（９月末住民登録人口）

人口 総数 2,513人
（前月比　＋１人）
うち外国人人口　１９人
（男５人・女１４人）

昨年同期は　２, ５２７人で、
対前年比較は　－１４人です。

男 １, ２４６人（前月比 －１人）
女 １, ２６７人（前月比 ＋２人）

世帯数　１, １０６戸
（前月比 ＋３戸）

うち外国人世帯数　１１戸

今年１月からの発生件数
　人身事故 １件／物件事故５６件
９月中の発生件数
　人身事故 ０件／物件事故 ８件
死亡事故ゼロの日 １，０４０日

（９月末現在）

交通事故発生状況
（鶴居駐在所より情報提供）

11月村のカレンダー
1日

・鶴居村バレーボール小学生交流大会　
　　9:00～　ファミリースポーツセンター
・鶴居村総合文化祭　生活展・作品展の部　9:00～　総合センター

2月 ・鶴居村総合文化祭　生活展・作品展の部　9:00～　総合センター
3火 ・鶴居村総合文化祭　生活展・作品展の部　9:00～　総合センター・鶴居村総合文化祭　芸能発表の部　17:30～　総合センター
4水 ・平成２７年度村治功労者表彰式　11:00～　役場２階第一・二会議室
5木 ・介護予防事業（二次予防事業）ふまともくらぶ　　9:30～　総合センター

7土 ・幌呂保育園お遊戯会　9:30～　幌呂保育園・映画「起終点駅　ターミナル」上映開始　全国の劇場にて

10火 ・子育て支援事業「あそびのひろば」　　　10:00～　ふるさと情報館「みなくる」

12木 ・介護予防事業（二次予防事業）ふまともくらぶ　　9:30～　総合センター
13金 ・鶴居村商工会５０周年記念祝賀会　18:00～　グリーンパークつるい
14土 ・鶴居保育園お遊戯会　9:30～　鶴居保育園
16月 ・映画「じんじん」上映会　第１部　13:00～　　　　　　　　　　　　第２部　18:30～　総合センター
17火 ・年末調整説明会　9:30～　役場２階第一・二会議室
18水 ・健康増進プロジェクト運動教室　10:00～　総合センター
19木 ・離乳食教室　10:00～　総合センター料理実習室
20金 ・寿大学１１月講座　10:00～　総合センター・鶴居村交通安全村民大会　13:30～　総合センター

21土 ・鶴居村飲食店組合設立５周年記念地域ふれあい元気祭　　18:00～　総合センター

22日 ・下幌呂消防詰所落成式　11:00～　下幌呂消防詰所・「日本で最も美しい村」街
マッチ

コンinつるい　11:00～　どさんこ牧場　ほか

24火
・鶴居村社会福祉協議会「心配ごと相談サロン」
　　10:00～　総合センター小会議室
・消費税転嫁対策講習会　14:00～　役場２階第一・二会議室

26木 ・１歳６か月・３歳児健診　13:00～　総合センター
27金 ・介護予防事業（二次予防事業）ふまともくらぶ　　9:30～　総合センター

29日 ・平成27年度第57回鶴居村PTA連合会研究大会　　9:00～　総合センター
30月 ・おひさま（親の会）　10:00～　役場２階和室


